ある 雨の 降る 日の 午後であった。 私 は ある 絵画 展 

覧 会場の 一 室で、 小さな 油絵 を 一 枚 発見した。 発見 I 

I と 云う と 大裝裟 だが、 実際そう 云っても 差支えない 

ほど、 この 画 だけ は 思い切って 彩 光の 悪い 片隅に、 そ 

れも 恐し く 貧弱な 縁へ はいつ て、 忘れられ たように 懸 

かってい たので ある。 画 は 確か、 「沼地」 とか 云う ので、 

画家 は 知名の 人で も 何でもなかった。 また 画 そのもの 

も、 ただ 濁った 水と、 湿った 土と、 そうして その 土に 

繁茂す る 草木と を 描いた だけ だから、 恐らく 尋常の 見 

物から は、 文字通り 一顧 さえ も 受けなかった 事で あろ 

、つ。 



こう 云う 言 と共に 肩 を 叩かれた 私 は、 あたかも 何 

かが 心から 振い 落された ような 気 もちが して、 卒然と 

後 を ふり 返った。 

「どうです、 これ は。」 

相手 は 無頓着に こう 云いながら、 剃刀 を 当てた ばか 

リの顋 で、 沼地の 画 を さし 示した。 流行の 茶の 背広 を 

着た、 恰幅の 好い、 消息通 を 以て 自ら 任じて いる、 I 

I 新聞の 美術 記者で ある。 私 はこの 記者から 前に も 一 

二度 不快な 印象 を 受けた 覚えが あるので、 不承不承に 

返事 をした。 

「傑作です。」 



ん だよう な もので したが。」 

私の 好奇心 はいつ か 私の 不快な 感情より 強くな つて 

いた。 

「どうして？」 

「この 画 描き は 余程 前から 気が 違って いたのです。」 

「この 画 を 描いた 時 もです か。」 

「勿論です。 気違いで でもなければ、 誰が こんな 色の 

画 を 描く ものです か。 それ を あなた は 傑作 だと 云って 

感心して お出でな さる。 そこが 大に 面白いで すね。」 

記者 はまた 得意そう に、 声 を 挙げて 笑った。 彼 は 私 

が 私の 不明 を 恥じる だろうと 予測して いたのであろう _ 



あるいは 一 歩 進めて、 鑑賞 上に おける 彼 自身の 優越 を 

私に 印象 させようと 思って いたの かも 知れない。 しか 

し 彼の 期待 は 二つと も 無駄に なった。 彼の 話 を 聞く と 

げんしゅく 

共に、 ほとんど 厳粛に も 近い 感情が 私の 全 精神に 云 

しょうぜん 

いようの ない 波動 を 与えた からで ある。 私は悚 然と 

ぎ よ-つし 

して 再び この 沼地の 画 を 凝視した。 そうして 再び この 

しょうそ-つ さいな 

小さな カン ヴァス の 中に、 恐し い 焦躁 と 不安と に 虐 

まれて いる 1$ しい 芸術家の 姿 を 見出した。 

「もっとも 画が 思うよう に 描け ない と 云う ので、 気が 

違ったら しいで すが ね。 その 点 だけ は まあ 買えば 買 つ 

て やれる のです。」 



記者 は晴々 した 顔 をして、 ほとんど 嬉しそうに 微笑 

した。 これが 無名の 芸術家が II 我々 の 一人が、 その 

あがな ゆいいつ ほ-つし ゆう 

生命 を 犠牲に して 僅に 世間から 購 い 得た 唯 一 の 報酬 

だった ので ある。 私 は 全身に 異様な 戦慄 を 感じて、 

三度 この 憂鬱な 油 画を視 いて 見た。 そこに はう す 暗い 

おうど あし ポプラ ァ 

空と 水との 間に、 濡れた 黄土の 色 をした 蘆が、 白 楊が、 

いちじゅく 

無花果が、 自然 それ 自身 を 見る ような 凄じい 勢いで 生 

きている。 

「傑作です。」 

私 は 記者の 顔 を まともに 見つめながら、 昂然と して 

こう 繰返した。 



(大正 八 年 四月) 
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